[image: image1.png]



～研修生の声・体験談～　


北療育医療センター　Ｓさん（感染管理・平成23年認定）


府中療育センター　Ｋさん（感染管理・平成24年認定）


東大和療育センター　Ｈさん（感染管理・平成23年認定）

東大和療育センター　Ｋさん（摂食嚥下障害・平成24年認定）






















感染管理としての専従として、センター内の環境整備と共に、職員一人ひとりの知識・技術の向上を進めています。重症心身障害児・者にとって、細菌やウイルスによる感染は重大な問題です。センターでの感染防止のポイントは、医療・療育を提供している医療従事者が、基本に従いどこまで感染防止技術を実践できるかだと考えます。


　重症心身障害児・者分野においての感染管理はまだまだ不十分な状況で、これから整備していく必要があります。センターの感染リスクが最小限となるように、日々頑張っています。





名古屋の地で同じ目標を持った仲間と楽しく助け合いながらとても充実した6ヶ月を過ごすことができました。認定看護師としての基礎科目では、リーダーシップや情報管理、看護倫理・管理、指導相談について学びました。専門科目では、摂食・嚥下障害の病態や機能評価を始めフィジイカルアセスメント、訓練技術、リスクマネージメント、各分野における援助方法を学びました。摂食・嚥下機能に関する脳神経系や筋骨格系など基本に戻り再確認する機会になりました。また、重症心身障害児者施設での経験しかない私にとっては、研修生同志の日々の会話やグループワーク、臨地実習や施設見学を通していろいろな情報を多く得ることができました。 現在は、在宅支援室に所属し療育相談を主に行っています。摂食外来や院内研修の「摂食・嚥下障害ケア」専門コースの講義、指導も行っています。また、病棟スタッフからの相談には、できる限り早急に病棟に行き現状を把握し医師やリハビリテーション科のスタッフと連携して評価を行い介助方法などを検討します。介助方法は病棟で実践し病棟スタッフが納得のいくまで対応します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


当センターの長期利用者は、高齢化になり経口摂取が難しくなってくる方が増えています。できる限り多くの方が現状を維持し安全においしく経口摂取を続けられるようにしていきたいと思っています。経管栄養の方には誤嚥性肺炎の予防や味を楽しむなどの経口摂取ができればと思っています。外来を受診される方は低年齢化しているため、早期からの関わりで食べることの楽しみを覚えてほしいと思っています。他職種や他施設との連携を取りながら多くの方々においしく、楽しく食べるチャンスがあるように関わっていきたいと思っています。
































日本看護協会看護研修学校感染管理学科での８１０時間の研修時間の中で、講義では、感染管理学 、微生物・感染症学、疫学、統計学、医療管理学等の専門分野の学びを深め、基礎科目として教育学、対人関係、リーダーシップ、看護管理（経営学）、看護論等を学びました。演習では、自施設の現状にあった感染管理プログラムを立案し、臨地実習では、感染管理認定看護師の実際の活動を学びました。また、感染について真剣に語り合える仲間と出会うことができ、仲間との学びは大きな支えになりました。


　当センターは重症心身障害児（者）の施設であるため、日常生活が全介助の方が殆どで、感染管理はとても重要です。感染管理認定看護師の資格を取得したことで、組織横断的に活動できるようになり、平成２３年５月には、ICTチーム（感染対策チーム）が発足し、医師、検査技師、薬剤師、事務職員と院内の感染ラウンド等の活動をしています。現在は、看護部に所属し、毎日病棟、通所、外来のラウンドを行い、現状の問題点の把握及び、指導を行っています。看護部感染予防対策委員会では、リーダーシップを取り、活動の推進をしています。


　重症心身障害児（者）施設における感染対策のエビデンスはほとんどないのが現状ですが、一つひとつの実践を積み重ねながら感染対策の指標を作り、質の高い、信頼される医療・ケアの提供を目指しています。








自施設は、重症心身障害児（者）施設であり、安全な医療の提供と充実した療育活動の提供の2面性をもつ、また個別性が高いケアが必要です。今年度より感染管理体制の整備をはじめICTを立ち上げました。専任感染管理者として目指すところは、利用者の笑顔と元気な声の響く活気溢れた生活と、安全な医療の確保であり日常からの感染対策の重要性を全職員に周知していく事です。感染管理は、施設内の感染防止対策の定着化を図る活動の実践と組織横的な活動を推進していく上での専門性の発揮であり、施設内リソースとなれるよう努力していきたいと考えます。








